
超高齢社会において益々重要視される在宅での介護予防の問題を、ハード（住まい

環境の作り方）、ソフト（介護予防法）の両面から捉える。 

第１回 7 月 2 日（土） 

『高齢期の住環境』、『高齢者にやさしい温熱環境と改善の工夫』 

第２回 7 月 9 日（土） 

 『高齢者の心身機能』、『介護予防で健康長寿を目指す！！』 
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  ▼ 講座の概要 

 
 
 
 
 
 
 
  ▼ 講座内容 

 
■第１回 2011 年 7 月 2 日（土） １４：００－１７：００ 

『高齢期の住環境』／田中 智子（環境人間学部・准教授・住環境計画学） 

 
 高齢期になると住宅で過ごす時間が長くなります。いち

ばん自分らしく安心して過ごせるはずの住宅が、高齢者に

とって危険な場所になっています。交通事故より多くの方

が、家庭内事故で亡くなられているのです。安全・快適に

過ごすために住宅をどのように設計すべきか、また改造・

改善のポイントについて講義しました。さらに、福祉先進

国のスウェーデンの住宅改造やバリアフリーのまちづく

りについても紹介しました。 
 
 
 

平成２３年度兵庫県立大学 生涯学習講座 

 

複数学部融合 公開講座 

「在宅における介護予防のハードとソフト」 
 

実施日:平成２３年７月２日（土）、7 月９日（土） 時間：１４：００～１７：００   



 
『高齢者にやさしい温熱環境と改善の工夫』／土川 忠浩（環境人間学部・教授・建築環境学） 

  
あまり知られていませんが高齢者の健康には温度や湿

度は大きな影響があります。昨年は住宅内で熱中症で亡く

なることが頻繁に報じられました。温度差によりヒートシ

ョックも以前から報告されています。高齢者は体温調節機

能が低下し、暑さ寒さが感じにくくなっています。高齢者

の体温調節の大切さ、住まいの温熱環境の仕組みと比較的

簡単にできる温熱環境改善の工夫について講義しました。 
 
 
 
■第２回 2011 年 7 月 9 日（土） １４：００－１７：００ 

 
『高齢者の心身機能』／内田 勇人（環境人間学部・教授・健康教育学・老年学） 

 
 「人はいかに成長・発達し、老い、そして天寿を全うす

るのか」。これが私の研究課題です。中高齢者の方を対象

として追跡調査を行うと、色々な皆様に出会います。いつ

までも若々しい方。その一方で、年齢以上に心身の機能が

落ちてしまっている方。特に 70 歳を過ぎると個人差が著

しくなるようです。本講では、心身の「老い」の特徴、そ

して「老い」に拍車をかける要因について講義しました。 
 
 
 
『介護予防で健康長寿を目指す！！』／新井 香奈子（看護学部・准教授・在宅看護学） 

 

高齢者の不慮の事故による死亡原因の第 1 位は、窒息

による死亡です。介護予防の視点から見ると、舌は物を飲

みこむための大切な役割を持っています。舌の動きが悪く

なると、食べ物が気管に流入しやすくなり危険です。いつ

までもイキイキ生活を続けるために、今すぐできる“舌の

トレーニング”をはじめ、誰でもできる介護予防のための

ヒントを口腔機能向上の視点から講義しました。 

飲酒(適量) ↑ 聴力（落ちる） -
喫煙（吸う） ↓ 視力（落ちる） ↓
睡眠時間（長い） ↓↓ 咀しゃく力（落ちる） ↓↓
仕事・社会活動（活発） ↑↑ 通院（過去１ヵ月あり ↓
健康度自己評価（よい） ↑↑ 入院（過去１ヵ月あり） ↓↓
抑うつ傾向（あり） ↓ 慢性疾患（あり） ↓
筋力（強い） ↑↑ アルブミン（高い方） ↑
バランス能力（高い） ↑↑ コレステロール（高い方） ↑
歩行速度（速い） ↑↑ 血圧 -

↑促進要因　↓阻害要因

健康長寿のさまざまな要因
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高齢者と熱中症

年齢
階級

熱中症死亡数の年齢階級別累積（1968年～2009年）

引用：環境省「熱中症環境保健マニュアル」

スポーツ

労働時

日常生活

高齢者の摂食・嚥下(食べる）機能の
障害

• 歯が少なくなる
• 飲み込みの反射が遅くなる
• むせの反射が出にくくなる
• むせの勢いが弱くなる
• のど仏の位置が下がり、飲

み込む時にのど仏の上がる
量が減る

• 唾液が少なくなる
• 食べることに集中できなく

なる
など

交通事故
14%

転倒・転落
21%

溺水・溺死
15%

窒息

33%

火災(煙・火）

3%

中毒
0% その他

14%

75歳以上の不慮の事故による死亡

総数18,063人（平成16年）


